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研究成果の概要（和文）：前立腺ファントムを使ったMRI-US fusion imagingの精度は高く、前立腺局所治療における
穿刺針の正確な刺入が可能である。さらにMRIの情報から得られた癌病巣の疑わしい部位に対して正確なTargetingが行
われると、ほぼ間違いなく癌が検出されることがわかった。3次元的な生検経路の記録と病理組織診断の照合によって
、小さな前立腺癌に対する局所療法が可能になると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The results obtained from MRI-US fusion image targeting on a phantom prostate was 
encouraging on accurate targeting for prostate focal therapy. MRI-ultrasound fusion biopsy technique revea
led significant potential to target small suspicious lesions on MRI. The location of each biopsy core take
n could be accurately documented in 3-D images, which seems to enable tailored planning for prostate focal
 therapy.
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１．研究開始当初の背景 
前立腺局所療法とは、従来前立腺全体に対

して行われてきた前立腺がんの根治的治療

に対して、がん病巣のみを破壊することによ

って、術後の尿禁制や性機能を温存すること

を目的とした治療である。アブレーションの

方法としては、凍結療法、HIFU、小線源など

の放射線、または領域的なエタノール注入な

どの化学物質も含まれる。温存される正常前

立腺部は、通常神経血管束の近接部位を含み、

このことによって勃起機能の維持と尿失禁

の予防が可能となる。 

 
２．研究の目的 
前立腺局所療法の普及が妨げられている

理由として、確実ながんのコントロールを可

能にする治療範囲を確認するための画像描

出技術の不完全さがある。この欠点を克服す

るために、前立腺の輪郭すべてを利用して形

態の変化に対応する、最も正確な画像融合シ

ステムを利用して、前立腺がん局所療法にお

ける確実な腫瘍のアブレーション技術を確

立する。 

 
３．研究の方法 
1）前立腺ファントムを使って前立腺癌モデ

ルを作成し、MRIと超音波の Fusion Image

を作成する。MRIと超音波の Fusion Image

をガイドにして前立腺ファントムの腫瘍部

位を穿刺する。初年度は、治療機器の前に前

立腺生検で用いられる穿刺針で、小さな

Targetを正確に穿刺できるかどうかの実験を

行った。前立腺ファントムの割面から目標と

する腫瘍の中心をどれだけ正確に穿刺でき

たかを 3次元的に計測した。得られた結果を

解析し、MRI-US Fusion Imageガイド下穿刺

の精度を検証した。 

2）MRI上で前立腺癌病巣の疑われる症例に

対してMRI-US Fusion Imageガイド下生検

を施行し、前立腺癌の検出率を検証した。 

3) MRI情報と 3次元的な生検経路の記録お

よび病理組織診断の照合によって、3次元癌

病巣マップを作製し、前立腺全摘標本と比較

した。 

4) 放射線外照射治療後の PSA再発例のうち

MRI所見とMRI-US Fusion Imageガイド下

生検で局所再燃が確認された症例に対して

局所的小線源留置術を行い、PSA低下を主要

アウトカムとする評価を行った。 
 
４．研究成果 

1）腫瘍の中心と生検針先端とのずれを計測

したところ（10 回）、いずれも１ｍｍ以内の

範囲であった。このことからMRI-US Fusion 

Imageガイド下穿刺の精度が非常に高いこと

が証明された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2）3 テスラ multiparametric MRIによって描

出された前立腺癌が疑われる病巣をもつ症

例を対象とし、疑わしい部位は３D-MRI画像

上に Marking され、３D-超音波画像との

Volume Renderingをしたうえで Target生検

を施行した。生検個数は Targetからの 2か所

に加え、標準的な 6分割生検の合計 8か所と

した。前立腺癌は 126 例中 121 例から検出さ

れ、癌が検出されたすべての症例において

Target Coreが陽性であった。 
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3）3 次元癌病巣マップを作製し、前立腺全摘

標本と比較したところ、従来の生検法に比べ

て明らかに正確に臨床的に有意義な前立腺

癌の部位と個数、病理学的悪性度を予測して

いた。 

4) 小線源留置による局所療法は、PSA 低下を

主要アウトカムとする評価で短期的には良

好な結果が得られた。 
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